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慌
て
ず
、
騒
が
ず
、
落
ち
着
い
て

―
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
―

　
園
部
第
二
小
学
校
で
６
月
６
日
、
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
急
き
ょ
実
施
。
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
子
ど
も
た
ち

は
ま
ず
机
の
下
に
隠
れ
た
後
、
先
生
の

指
示
に
従
っ
て
体
育
館
へ
す
ば
や
く
移

動
し
ま
し
た
。

　
訓
練
後
に
は
、
実
際
に
南
三
陸
町
へ

救
出
活
動
に
行
か
れ
た
園
部
消
防
署

の
水み
ず

主し

さ
ん
の
体
験
談
を
聞
き
、
震
災

被
害
の
大
き
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲市の現状を確認し議論すべき事項を確認▲おりょうの宿を利用される川西文子さん

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
教
育
の
あ
り
方
・
将
来
像
考
え

有
識
者
に
よ
り
議
論
を
進
め
る

―
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話
会
―

　
南
丹
市
教
育
委
員
会
は
６
月
２
日
、

今
後
10
年
間
を
見
通
す
中
で
、
本
市
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
や

目
指
す
教
育
像
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
「
南
丹
市
教
育
の
在
り
方
懇
話

会
」
を
、
有
識
者
５
人
に
よ
り
設
置

し
、
初
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
教
育
長
か
ら
「
今
後
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ば
良
い

か
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

投
げ
掛
け
に
対
し
、
座
長
の
山
口
満
氏

（
筑
波
大
名
誉
教
授
）
は
「
一
つ
一
つ

の
学
校
、
一
つ
一
つ
の
ク
ラ
ス
、
そ
し

て
一
人
一
人
に
対
し
ど
の
よ
う
に
目
を

向
け
る
か
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
旧

４
町
の
特
色
を
残
し
な
が
ら
、
市
と
し

て
の
ト
ー
タ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
懇
話
会
は
、
今
年
度
中
に
３
回
程

度
開
催
し
、
年
度
内
に
提
言
を
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
懇
話
会
の
議
論
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
急
激
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を

背
景
と
し
た
学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
「
学
校
教
育
環
境
整
備
等

検
討
委
員
会
」
と
、
中
学
校
に
お
け
る

給
食
の
あ
り
方
を
軸
に
、
今
日
求
め
ら

れ
て
い
る
学
校
給
食
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
「
中
学
校
給
食
在
り
方
検
討
委
員

会
」
も
同
時
に
設
置
し
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
有
識
者
13
人
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
前
者
は
今
年
度
中
に
５
回
程

度
、
後
者
も
今
年
度
中
に
３
回
程
度
開

催
し
、
年
度
内
に
答
申
を
い
た
だ
く
予

定
を
し
て
い
ま
す
。

祝
・
ラ
ポ
ー
ル
も
ろ
は
た
竣
工

「
お
も
て
な
し
の
心
」
大
切
に

―
短
期
入
所
生
活
介
護
施
設
竣
工
―

　
昨
年
の
11
月
中
旬
か
ら
社
会
福
祉
法

人
「
未
生
会
」
が
建
設
さ
れ
て
い
た
短

期
入
所
生
活
介
護
施
設
・
ラ
ポ
ー
ル
も

ろ
は
た
が
、
八
木
町
諸
畑
に
完
成
し
、

竣
工
式
が
４
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

一
泊
か
ら
最
大
２
週
間
程
度
宿
泊
可

能
、
個
室
20
部
屋
・
定
員
20
人
の
小
さ

な
施
設
で
す
。
そ
の
特
徴
を
う
ま
く
生

か
し
、
家
庭
で
感
じ
る
よ
う
な
安
ら
ぎ

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
利
用
さ

れ
る
方
に
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

大
切
に
寄
り
添
い
ま
す
。

▲頭を帽子や座布団で守って非難する児童
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園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

皆
が
集
え
る
交
流
の
場
と
し
て

―
竣
工
・
開
所
式
典
―

　
４
月
23
日
、
園
部
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
陽
だ
ま
り
」
の
竣
工
・
開
所

式
典
が
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
場
所
を
現

地
に
移
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
除
幕
式
、

施
設
内
の
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
施
設
は
、
南
丹
市
内
に
拠
点
を

置
く
社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」

が
、
園
部
町
本
町
に
あ
る
築
２
０
０
年

の
古
民
家
を
改
装
し
開
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
後
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

地
域
活
動
支
援
、
就
労
支
援
、
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
と

の
協
働
の
場
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
知
識
と
教
養
身
に
付
け

生
き
が
い
あ
る
生
涯
を
過
ご
す

 

―
南
丹
大
学
開
校
式
・
防
災
講
演
―

　
４
月
28
日
、
八
木
公
民
館
で
生
涯
生

活
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
60
歳
以

上
を
対
象
に
南
丹
大
学
を
開
講
。
５
月

20
日
に
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が

行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
お

け
る
救
援
活
動
の
様
子
に
触
れ
ま
し

た
。
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
園
部
消

防
署
の
田
中
課
長
補
佐
は
「
震
災
で
は

絆き
ず
なが
唯
一
得
ら
れ
た
も
の
。
自
助
、
共

助
の
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

参
加
者
の
防
災
意
識
を
喚
起
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
期
限
が
迫
る
火
災

警
報
器
の
設
置
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

し
た
。

市
民
の
安
全
・
安
心
守
り
ま
す

―
南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
―

　
６
月
１
日
に
、
京
都
府
、
消
防
団
、

消
防
署
、
警
察
署
、
市
防
災
関
係
課
な

ど
数
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
大
雪
に
よ
る
倒
木
で

一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
神
楽
坂
ト
ン

ネ
ル
付
近
（
佐
々
江
）、
落
石
の
恐
れ
が

あ
る
木
住
竹
ヶ
鼻
先
の
民
家
付
近
、
豪

雨
・
出
水
時
に
破
堤
・
浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
本
梅
川
（
宍
人
）
を
調
査
。
総
括

会
議
に
お
い
て
小
出
南
丹
土
木
技
術
次

長
は
「
防
災
意
識
の
喚
起
と
対
策
の
両

方
が
大
切
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
々
木
市
長
は
関
係
機
関
と
の
連
携
、

情
報
の
共
有
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

　
南
丹
市
担
当
行
政
相
談
委
員

森

　
健
太
郎
さ
ん
（
美
山
町
）

　
森
健
太
郎
さ
ん
は
、
平
成
７
年
４
月

か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
、
16
年
の
長
き

に
渡
り
、南
丹
市
（
合
併
前
は
美
山
町
）

担
当
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
美
山

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
種
多
様
な
相
談
に

対
し
、
親
身
に
な
っ
て
受
け
止
め
、
そ

の
解
決
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

▲竣工・開所を祝いテープカット

▲被災地での救助活動の様子を見る学生の皆さん

▲現地パトロールにおいて状況を把握
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総
務
大
臣
らか
感
謝
状

み
ん
な




